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日

号
外

ペ
ー
ジ

六
五

船
舶
設
備
規
程
等
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

二
九
142

二
三

六
六

海
上
に
お
け
る
人
命
の
安
全

の
た
め
の
国
際
条
約
等
に
よ

る
証
書
に
関
す
る
省
令
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

二
九
142

二
四

六
七

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令

二
九
142

二
五

六
八

旅
行
業
法
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

二
九
142

二
五

〇
環

境

省

一
六

下
水
道
法
第
四
十
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
地
方
環
境
事

務
所
長
に
委
任
す
る
権
限
を

定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

四

二

一
七

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

一
五

三

一
八

公
害
医
療
機
関
の
診
療
報
酬

の
請
求
に
関
す
る
省
令
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

一
九
133

二

一
九

環
境
省
関
係
鳥
獣
に
よ
る
農

林
水
産
業
等
に
係
る
被
害
の

防
止
の
た
め
の
特
別
措
置
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

二
九

三

二
〇

協
働
取
組
に
よ
る
環
境
の
保

全
に
関
す
る
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
効
果
が
十
分
に
発
揮
さ
れ

る
契
約
の
推
進
に
関
す
る
省

令

二
九
143

一
〇

規

則

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

〇
人

事

院

一
七
e

〇
e

一
〇
四

人
事
院
規
則
一
七
e

〇
（
管

理
職
員
等
の
範
囲
）
の
一
部

を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

二
七

二

九
e

一
七
e

一
三
〇

人
事
院
規
則
九
e

一
七
（
俸

給
の
特
別
調
整
額
）
の
一
部

を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

二
九
143

一
〇

九
e

五
五
e

一
一
三

人
事
院
規
則
九
e

五
五
（
特

地
勤
務
手
当
等
）
の
一
部
を

改
正
す
る
人
事
院
規
則

二
九
143

一
〇

一
〇
e

一
三
e

一

人
事
院
規
則
一
〇
e

一
三

（
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生

じ
た
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚

染
さ
れ
た
土
壌
等
の
除
染
等

の
た
め
の
業
務
等
に
係
る
職

員
の
放
射
線
障
害
の
防
止
）

の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院

規
則

二
九
143

一
〇

一
五
e

一
四
e

三
〇

人
事
院
規
則
一
五
e

一
四

（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日

及
び
休
暇
）
の
一
部
を
改
正

す
る
人
事
院
規
則

二
九
143

一
一

一
五
e

一
五
e

一
二

人
事
院
規
則
一
五
e

一
五

（
非
常
勤
職
員
の
勤
務
時
間

及
び
休
暇
）
の
一
部
を
改
正

す
る
人
事
院
規
則

二
九
143

一
一

〇
国
家
公
安
委
員
会

七

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
及
び
日
本
国
と
の
平
和
条

約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を

離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管

理
に
関
す
る
特
例
法
の
一
部

を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
国
家
公
安
委

員
会
規
則
の
整
備
等
に
関
す

る
規
則

一
八
131

五
六

八

情
報
処
理
の
高
度
化
等
に
対

処
す
る
た
め
の
刑
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
国
家
公
安
委
員

会
規
則
の
整
備
に
関
す
る
規

則

二
一
135

一

訓

令

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

〇
国

税

庁

八

酒
税
の
保
全
及
び
酒
類
業
組

合
等
に
関
す
る
法
律
、
同
施

行
令
並
び
に
同
施
行
規
則
に

基
づ
く
権
限
の
一
部
委
任
規

程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

一
一

二

告

示

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

〇
内

閣

府

一
六
八
e

一
七
六

総
合
特
別
区
域
法
第
二
十
八

条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定

金
融
機
関
を
指
定
し
た
件

四

二

一
七
七
e

一
九
三

総
合
特
別
区
域
法
第
五
十
六

条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定

金
融
機
関
を
指
定
し
た
件

四

二

一
九
四

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る

法
律
施
行
令
第
五
条
第
一
項

第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

博
物
館
、
美
術
館
、
図
書
館

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施

設
で
あ
っ
て
、
保
有
す
る
歴

史
的
若
し
く
は
文
化
的
な
資

料
又
は
学
術
研
究
用
の
資
料

に
つ
い
て
同
令
第
六
条
の
規

定
に
よ
る
適
切
な
管
理
を
行

う
も
の
を
指
定
す
る
件
の
一

部
を
改
正
す
る
件

二
二

七

一
九
五

災
害
対
策
基
本
法
第
二
条
第

五
号
の
規
定
に
よ
り
内
閣
総

理
大
臣
が
指
定
す
る
指
定
公

共
機
関
の
件
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二
九

三

〇
内

閣

府
、
外
務
省
、

国
土
交
通
省

一

イ
ラ
ン
産
原
油
を
輸
送
す
る

タ
ン
カ
ー
に
係
る
保
険
契
約

に
つ
い
て
の
再
保
険
の
引
受

け
が
行
わ
れ
な
く
な
る
と
認

め
ら
れ
る
日
を
定
め
る
件

二
九

三

〇
宮

内

庁

五

B
仁
親
王
殿
下
が
薨
去
さ
れ

た
件

八

二

六

故
B
仁
親
王
の
喪
儀
を
行
わ

せ
ら
れ
る
期
日
、
場
所
及
び

墓
所
を
定
め
ら
れ
た
件

一
一

二

〇
国
家
公
安
委
員
会

一
九

有
限
会
社
航
空
保
安
警
備
教

育
シ
ス
テ
ム
か
ら
代
表
者
の

氏
名
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ

た
件

一

四

二
〇

駆
動
補
助
機
付
自
転
車
の
型

式
認
定
番
号
を
指
定
し
た
件

一
五
130

七

二
一

普
通
自
転
車
の
型
式
認
定
番

号
を
指
定
し
た
件

一
五
130

八

›
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